
PDF issue: 2025-08-29

曹洞教団の地方僧録と大名の転封 : 奥州三
春領における録所争論

渡辺, 康昌 / WATANABE, Yasumasa

(出版者 / Publisher)
法政大学史学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政史学 / 法政史学

(巻 / Volume)
19

(開始ページ / Start Page)
65

(終了ページ / End Page)
73

(発行年 / Year)
1967-01-30

(URL)
https://doi.org/10.15002/00011773



曹

洞

教

団

の

地

方

僧

録

と

大

名

の
一
ず

Aι
刈
J

占
早
土
土

｜
｜
奥
州
一
二
春
領

｛ま

め

じ

現
今
の
既
成
仏
教
各
派
の
中
に
お
い
て
浄
士
真
宗
に
次
ぐ
多
く
の
寺
院
を

擁
す
る
曹
洞
教
団
は
、
中
世
末
戦
国
期
に
お
い
て
急
激
な
る
発
展
を
遂
げ

た
。
す
な
わ
ち
応
仁
の
乱
前
後
よ
り
仏
教
各
派
の
中
で
一
般
的
風
潮
に
な
り

つ
つ
あ
っ
た
積
極
的
な
経
営
方
針
は
宗
祖
道
元
の
孤
高
清
貧
の
遺
風
を
墨
守

す
る
道
元
門
下
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
積
極
的
な
教
化
伝
道
が
は
か
ら
れ
、

広
汎
な
る
地
方
発
展
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
一
結
果
は
各
地
方

ご
と
の
中
小
本
寺
を
中
心
と
す
る
地
方
叢
林
の
派
生
を
促
す
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
教
団
の
発
展
は
当
然
各
叢
林
門
派
に
お
い
て
法
系
に
よ
る

縦
の
線
を
重
ん
ず
る
こ
と
と
な
り
、
他
門
派
と
の
寺
院
相
互
の
交
渉
と
い
う

い
わ
ば
横
の
線
は
軽
視
さ
れ
、
当
時
の
曹
洞
教
団
は
各
地
方
叢
林
ご
と
に
ま

と
ま
っ
た
分
散
的
教
団
を
形
成
し
て
い
た
。

し
か
し
戦
国
時
代
の
終
幕
に
次
ぐ
全
国
的
な
政
治
統
一
は
江
戸
閉
幕
に
よ

っ
て
一
応
完
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
徳
川
氏
の
強
大
な
る
軍
事

曹
洞
教
団
の
地
方
僧
録
と
大
名
の
転
封
（
渡
辺
）

お

け

録

所

争

論

｜

｜

る

渡

康

日
Eヨ

辺

力
・
経
済
力
を
背
景
に
強
行
さ
れ
る
全
面
的
な
権
力
集
中
の
政
策
は
、
仏
教

各
派
に
対
し
て
も
決
し
て
例
外
で
は
な
く
、
必
然
的
に
教
団
の
再
編
成
が
推

進
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
曹
洞
教
団
も
幕
藩
権
力
介
入
の
も
と
に
中
央

集
権
的
性
格
を
強
め
る
。
す
な
わ
ち
永
平
寺
・
総
持
寺
の
両
本
山
並
立
制
度

の
成
立
、
本
末
関
係
の
近
世
的
調
整
、
行
政
権
の
中
核
た
る
僧
録
制
度
の
創

（

1
〉

設
等
、
一
連
の
政
策
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
既
述
し

て
江
湖
の
叱
正
を
乞
う
た
が
、
本
稿
も
こ
の
範
時
に
基
づ
い
て
、
僧
録
制
度

（

2
） 

の
末
端
機
構
の
任
を
帯
び
た
録
所
（
国
僧
録
）
に
つ
い
て
、
素
材
を
奥
州
三

春
領
に
求
め
つ
つ
、
録
所
設
置
の
事
情
と
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
惹
起
さ
れ

た
訴
訟
事
件
を
問
題
の
中
心
と
し
て
、
そ
の
下
部
構
造
が
い
か
に
し
て
形
成

さ
れ
た
か
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
録
所
が
い
か
様
に

し
て
創
設
さ
れ
た
か
、
こ
と
に
大
名
転
封
に
と
も
な
う
、
録
所
選
定
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
ま
た
録
所
に
対
す
る
幕
藩
権
力
の
在
り
方
は
い

か
な
る
形
態
を
と
っ
た
か
、
及
び
そ
の
歴
史
的
意
義
等
に
つ
い
て
考
え
た

い
。
ひ
い
て
は
こ
れ
が
近
世
曹
洞
教
団
の
性
格
究
明
に
、
さ
ら
に
は
幕
藩
体

ノ、
五
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法
政
史
学

第
十
九
号

制
の
権
力
構
造
そ
の
も
の
に
迫
る
重
要
な
意
義
を
も
つ
こ
と
と
信
ず
る
。

一
、
教
団
組
織
の
形
成

本
論
に
入
る
前
に
幕
府
権
力
の
介
入
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
教
団
組
織
に
つ

い
て
概
括
的
に
考
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ま
ず
法
的
強
制
に
よ
っ
て
推
進

さ
れ
る
。
曹
洞
教
団
に
対
す
る
幕
府
政
策
の
第
一
は
、
二
ハ
一
五
（
元
和
元
）

〈

3
）

（

3
）

年
七
月
の
「
永
平
寺
諸
法
度
」
・
「
総
持
寺
諸
法
度
」
の
発
布
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
両
寺
は
「
山
壮
之
道
場
」
た
る
こ
と
を
幕
府
か
ら
公
認
さ
れ
、
永
平

寺
・
総
持
寺
を
本
山
と
す
る
一
宗
一
派
両
本
山
並
立
制
度
が
完
成
し
た
。
ま

た
こ
れ
と
前
後
し
て
、
二
ハ
一
二

ハ
慶
長
十
七
〉
年
よ
り
二
ハ
一
五
（
元
和

元
）
年
に
か
け
て
、
遠
江
可
睡
斎
・
下
総
総
寧
寺
・
武
州
竜
穏
寺
・
下
野
大
中

（

4
） 

寺
へ
そ
れ
ぞ
れ
順
次
に
「
曹
洞
宗
法
度
」
を
発
し
、
宗
内
僧
侶
の
修
行
等
に
つ

い
て
の
取
締
監
督
を
委
任
す
る
「
僧
録
」
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
れ
は
両
本

山
の
確
定
に
よ
り
教
同
内
部
の
精
神
的
中
核
を
設
定
し
、
可
睡
斎
及
び
総
寧

寺
・
竜
穏
寺
・
大
中
寺
の
い
わ
ゆ
る
関
三
箇
寺
の
「
僧
録
」
を
創
設
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
教
団
の
中
央
行
政
組
織
と
し
て
の
基
礎
を
確
立
せ
ん
と
し
た

と
こ
ろ
に
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
可
睡
斎
・
関
一
一
一
箇
守
の

い

わ
ゆ
る
「
僧
録
」
を
京
－軸
と
し
て
、
全
国
末
派
寺
院
へ
の
意
志
伝
達
機
関
の

整
備
が
順
次
実
施
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
国
主
要
寺
院
を
「
録
所
」
ハ
国

僧
録
）
に
任
じ
て
、
そ
の
末
端
機
構
と
し
て
の
任
に
当
ら
せ
る
わ
け
で
あ

る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
僧
録
制
度
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
録
所
は
、一

六
二
九
（
克
氷
六
）
年
に
全
国
約
五

O
箇
所
を
選
定
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

次
い
で
一
六
八
一
（
天
和
元
）
年
一
四
七
箇
所
か
ら
な
る
録
所
を
置
き
、
拡

大
充
実
し
つ
つ
僧
録
制
度
を
確
立
し
た
。

』＿.＿.
ノ＼_._.. 
ノ、

こ
こ
に
「
僧
録
」
を
宗
内
行
政
の
頂
点
に
置
き
、
諸
大
名
の
菩
提
寺
・
各

城
下
町
の
有
力
寺
院
等
を
「
録
所
」
に
充
当
し
て
、
幕
府
！
僧
録
l
録
所
l

地
方
末
派
寺
院
と
い
う
幕
府
の
意
志
伝
達
機
関
た
る
上
意
下
達
の
僧
録
制
度

が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
僧
録
制
度
の
下
部
構
造
た
る
「
録
所
」
に

つ
い
て
の
有
機
的
解
明
は
、
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
わ
ず
か

に
ほ
ぼ
支
配
地
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ

で
は
こ
の
問
題
を
視
点
と
し
て
、
三
春
領
に
お
け
る
藩
権
力
と
録
所
の
関
係

を
考
察
し
な
が
ら
そ
の
設
置
事
情
の
究
明
か
ら
録
所
の
性
格
の
一
端
を
考
え

た
い
。

二
、
三
春
領
の
成
立

戦
国
大
名
、
と
し
て
三
春
を
中
心
に
奥
州
田
村
郡
一
帯
を
支
配
下
に
治
め
て

い
た
の
は
田
村
義
顕
で
あ
っ
た
。
一
五

O
四
（
、
氷
正
元
）
年
一
月
義
顕
は
舞

鶴
城
と
い
わ
れ
る
コ
一
春
城
を
構
築
し
こ
こ
を
本
城
と
定
め
た
。
そ
し
て
領
内

（

6
） 

に
は
い
わ
ゆ
る
「
田
村
氏
四
十
八
館
」
と
い
わ
れ
る
支
械
を
配
し
万
全
の
守

り
を
固
め
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
田
村
消
顕
が

一
五
八
六
（
天
正
十
四
）

年
に
病
没
し
て
の
ち
は
没
落
し
、
仙
台
の
伊
達
政
宗
（
政
宗
夫
人
は
消
顕
の

娘
）
の
所
領
に
帰
し
、
家
臣
の
片
合
成
m
Eが
代
官
と
し
て
支
配
す
る
と
こ
ろ

と
な
っ
た
。
そ
の
後
一
五
九

O
（
天
正
十
八
）
年
の
小
田
原
北
条
氏
攻
略
の

の
ち
、
三
春
は
県
巨
大
名
と
し
て
会
津
に
入
っ
た
蒲
生
氏
郷
の
所
領
と
な
り

次
い
で
県
一
区
氏
五
大
老
の
一
人
上
杉
卦
勝
が
一
五
九
八
ハ
慶
長
一
二
）
年
に
会

津
へ
入
部
す
る
に
と
も
な
い
そ
の
所
似
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後

一
六
二

七
ハ
寛
、
未
四
〉
年
一
ニ
月
に
は
伊
予
松
山
の
加
藤
嘉
明
会
津
転
封
に
と
も
な
い

そ
の
弟
明
利
は
三
春
領
三
万
石
を
領
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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一
方
二
本
松
に
は
松
下
重
綱
が
五
万
石
を
領
し
て
い
た
が
、
寛
、
水
四
年
十

月
に
重
綱
は
死
亡
し
、
そ
の
嗣
子
長
網
が
家
脅
か
〕
相
続
し
た
。
し
か
し
長
綱

は
内
政
の
失
敗
に
よ
り
領
民
よ
り
幕
府
に
訴
え
ら
れ
、
一
一
一
万
行
に
減
封
さ
れ

て
一
一
一
春
へ
移
さ
れ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
加
政
明
利
は
二
本
松
転
封
と
な

り
、
一
一
一
春
は
松
下
氏
の
所
制
に
な
っ
た
コ
長
綱
は
転
判
一
後
、
一
一
一
春
城
の
〈
土
町

的
修
築
に
と
り
か
か
り
、
ほ
ぼ
現
在
の
城
山
川
を
定
め
た
が
、
一
六
円
四
（
正

保
元
）
年
PHか
ら
そ
の
城
巴
を
奉
逃
し
て
一
時
天
領
と
な
っ
た
。
そ
し
て
翌

二
八
円
丘
（
正
保
二
）
年
に
秋
田
俊
季
が
常
陸
宍
戸
よ
り
、
五
万
冗
千
石
で

転
封
さ
れ
る
に
及
ん
で
一
一
一
春
の
地
は
、
一
八
六
九
（
明
治
二
〉
年
の
廃
滞
世

県
ま
で
十
二
代
二
二
七
年
間
の
平
安
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。
も
と
も
と
秋

日
氏
は
戦
国
期
末
に
お
い
て
市
部
氏
主
並
び
称
せ
ら
れ
る
奥
羽
の
大
宗
族
で

あ
り
、
周
辺
の
諸
豪
族
を
し
た
が
え
て
秋
田
三
郡
の
調
者
と
な
り
、
小
田
原

攻
略
に
も
参
じ
て
時
巨
政
権
よ
り
そ
の
知
行
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し

（

7
〉

二
会
二
（
寛
、
水
八
〉
年
に
「
新
地
常
州
市
一
ハ
戸
五
万
石
被
下
置
」
常
陸
宍
戸

へ
転
封
に
な
っ
た
。
実
季
の
嗣
子
俊
季
は
関
ケ
原
以
前
に
徳
川
氏
に
服
し
た

た
め
、
譜
代
大
名
と
し
て
扱
わ
れ
、
俊
季
の
弟
俊
次
は
将
軍
秀
忠
の
近
習
頭

を
勤
め
た
と
い
う
。
つ
い
で
一
六
四
五
（
正
保
二
）
年
に
は
「
奥
州
三
春
へ

（

7
） 

新
地
替
五
千
石
之
地
御
加
増
被
下
置
、
八
月
八
日
三
春
城
へ
引
移
中
候
」
と

あ
り
、
三
春
領
五
万
五
千
石
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
。

三
、
三
春
領
の
録
所

以
上
幕
初
の
約
四
・
五
十
年
間
は
、
幕
府
の
大
名
統
制
の
重
要
施
策
と
さ

れ
る
転
封
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
転
封
と
い
う
新
領
主
着
任

の
事
態
は
、
領
主
に
と
っ
て
も
、
ま
た
そ
の
地
域
領
民
に
と
っ
て
も
重
大
な

曹
洞
教
団
の
地
方
僧
録
と
大
名
の
転
封
（
渡
辺
〉

る
出
来
事
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
故
に
当
然
藩
権
力
の
確
立
再
建
維
持
は
誠

に
急
を
要
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
こ
に
領
内
寺
院
に
対
し
て
も
藩
と

し
て
極
々
の
政
策
ケ
脳
行
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
前
日
洞
宗
の
場

合
は
僧
録
制
度
の
末
端
と
し
て
、
ほ
ぼ
支
配
地
、
こ
と
に
録
所
と
呼
ば
れ
る
領

内
末
派
h

寸
院
に
対
す
る
触
回
を
置
い
て
支
配
さ
せ
た
。
こ
と
に
曹
洞
宗
は
戦

同
期
に
お
け
る
急
激
な
地
方
発
展
の
結
果
、
大
名
層
に
信
者
が
多
く
、
そ
の

士
山
口
提
所
と
な
る
寺
院
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
に
転
封
に
よ
る
新
領
主
許
任
の
際

応
々
に
し
て
録
所
の
鈴
綜
と
な
り
、
種
々
の
軌
榔
怖
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。

録
所
選
定
の
場
合
通
常
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
（
一
）
新
地
に
て
旧
来
の
録

所
を
そ
の
ま
ま
承
認
す
る
。
（
二
）
任
地
に
て
新
た
に
菩
提
所
を
設
定
し
録

一
山
と
す
る
。
（
一
二
）
転
封
に
と
も
な
っ
て
菩
捉
所
を
旧
地
よ
り
新
地
へ
移
転

さ
せ
こ
れ
を
録
所
と
す
る
。
な
ど
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
多
く
は
旧
来
の

録
所
を
そ
の
ま
ま
承
認
し
つ
つ
、
新
地
に
お
け
る
旧
領
主
の
菩
提
所
及
び
旧

地
よ
り
の
菩
提
所
を
と
も
に
録
所
と
し
て
複
数
の
録
所
を
設
置
す
る
場
合
が

一
般
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
一
一
一
春
領
の
近
隣
を
例
に
と
っ
て
も

会
津
の
天
寧
寺
・
恵
倫
寺
・
普
竜
寺
の
一
一
一
ケ
寺
に
よ
る
録
所
（
相
僧
録
）
、

山
石
代
平
の
長
、
源
寺
・
竜
門
寺
の
二
ケ
寺
相
僧
録
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

三
春
藩
の
場
合
、
城
下
の
天
沢
寺
は
宗
祖
道
一
克
五
代
の
法
孫
で
あ
る
太
原

宗
真
、
そ
の
五
代
の
法
孫
栄
峰
覚
秀
が
宝
徳
年
中
ハ
十
五
世
紀
中
葉
）
に
開

創
し
た
寺
院
で
、
宗
内
太
原
派
の
古
剰
と
し
て
、
仙
台
領
洞
雲
寺
・
正
法
寺

白
河
領
常
在
院
、
米
沢
の
林
泉
寺
等
主
並
び
称
せ
ら
れ
、
一
六
二
九
（
寛
永

六
）
年
の
録
所
設
置
の
際
に
も
す
で
に
録
所
と
な
り
、
一
七
四
五
（
延
享
二
）

年
の
本
末
調
査
に
お
い
て
も
本
山
総
持
寺
五
院
の
一
、
普
蔵
院
（
太
原
宗
真

（

8
） 

の
開
基
〉
の
直
末
と
し
て
一
記
載
さ
れ
て
い
る
。ハ七
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さ
ら
に
松
下
長
綱
の
三
春
転
封
に
よ
り
松
下
氏
は
同
じ
く
城
下
の
州
伝
寺

を
菩
提
所
と
し
て
、
一
六
三
九
（
寛
永
十
六
）
年
に
天
沢
寺
と
と
も
に
こ
れ

（

9
） 

を
録
所
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
秋
田
俊
季
は
、
そ
の
転
封
に
と
も
な
っ
て
か

つ
て
の
旧
領
秋
田
時
代
に
そ
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
竜
穏
院
を
一
一
一
春
城
下
に
引

き
移
し
、
菩
提
所
と
し
、
関
一
一
一
筒
寺
の
僧
録
に
願
い
出
て
、
一
六
五
三
（
承

応
二
〉
年
に
録
所
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
旧
録
所
天
沢
寺
・
州
伝
寺
と

新
録
所
の
竜
穏
院
と
の
聞
に
、
そ
の
寺
格
及
び
取
扱
い
に
つ
い
て
種
々
の
軌

礁
を
惹
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

四
、
録

所

吾＇＂°‘白岡

争

秋
田
俊
季
が
前
任
地
の
常
陸
宍
戸
よ
り
三
春
領
五
万
五
千
石
へ
転
封
に
な

っ
た
の
は
一
六
四
五
（
正
保
二
）
年
八
月
八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
春
領

の
曹
洞
宗
寺
院
は
、
こ
れ
よ
り
前
す
で
に
天
沢
寺
・
州
伝
寺
の
相
僧
録
の
も

と
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。

秋
田
氏
は
旧
領
秋
田
に
お
い
て

「
秋
田
山
竜
穏
院
者
、
信
濃
守
旧
領
於
出
羽
国
秋
田
閉
山
月
泉
和
尚
ニ
而
御

座
候
、
尤
出
羽
国
秋
田
竜
穏
院
者
月
泉
和
尚
落
命
之
旧
地
－
一
而
御
座
候
、

（
中
略
）
開
某
者
、
従
信
波
守
十
三
代
己
前
之
先
祖
下
国
安
東
太
郎
安
倍

（
凶
）

盛
季
－
一
而
御
座
候
」

と
い
う
竜
穏
院
を
三
春
に
移
転
さ
せ
、
こ
れ
を
菩
提
所
と
し
た
。
そ
し
て

「
竜
穏
院
僧
録
状
有
之
由
ニ
候
へ
共
致
何
角
延
引
申
、
今
度
（
領
主
の
）
御

（
日
）

望
ニ
付
而
僧
録
状
相
渡
候
」
（
（
）
内
筆
者
以
下
同
じ
）
と
し
て
一
六
五
二
一

ハ
承
応
二
）
年
六
月
二
十
八
日
、
関
三
箇
寺
連
印
の
も
と
に
「
奥
州
三
春
竜

穏
院
ハ
秋
田
安
房
守
様
依
為
御
菩
提
所
御
領
分
切
僧
録
申
渡
候
」
と
な
っ

六
八

た
。
そ
し
て
旧
録
所
た
る
天
沢
寺
・
州
伝
寺
を
無
視
す
る
行
為
に
出
た
と
い

う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
三
ヶ
月
以
前
の
同
年
三
月
に
、
領
内
菅
谷
村
入
水
寺

の
江
湖
会
（
結
制
）
披
露
の
節
、
竜
穏
院
は
「
結
制
興
行
之
儀
、
万
端
此
方

（ロ〉

へ
披
露
致
可
御
検
僧
も
此
方
J
可
申
付
」
と
入
水
寺
へ
申
し
入
れ
た
。
し
か

し
入
水
寺
は
当
領
の
「
僧
録
ハ
天
沢
寺
州
伝
寺
ニ
而
候
得
ハ
右
両
寺
へ
致
披

露
相
済
儀
と
存
候
」
と
答
え
た
こ
と
に
よ
り
入
水
寺
と
竜
穏
院
の
争
論
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
竜
穏
院
は
天
沢
寺
・
州
伝
寺
に
対
し
、
「
向
後
僧
録
可
為
無

用
」
と
申
し
入
れ
、
配
下
諸
寺
院
に
対
し
て
も
自
分
は
録
所
で
あ
る
と
触
れ

た
の
で
驚
い
た
天
沢
寺
州
伝
寺
は
、
同
年
三
月
二
十
四
日
関
三
筒
寺
の
一
つ

大
中
寺
の
門
解
と
そ
の
下
役
泉
岳
寺
へ
そ
の
訳
け
を
問
い
合
わ
せ
た
。
そ
の

結
果
は
同
年
四
月
二
日
泉
岳
寺
よ
り

寸
（
前
略
）
大
中
寺
被
中
分
ハ
先
壁
書
之
様
－
一
宗
門
之
指
引
両
寺
一
一
而
可
被

仕
候
由
ニ
候
。
乍
去
竜
穏
院
ハ
抑
吃
御
菩
提
所
－
一
而
候
間
被
指
加
万
事
相

談
候
而
可
然
之
由
被
申
候
（
下
略
）
」

と
い
う
害
状
が
来
て
、
さ
ら
に
同
年
十
月
四
日
に
大
中
寺
門
解
よ
り

「
（
前
略
）
竜
穏
院
夏
中
d
僧
録
之
訴
訟
被
申
ニ
付
壁
書
出
申
候
。
其
他
万

端
州
伝
寺
一
角
穏
院
忠
良
寺
一ニ
ケ
寺
相
談
被
成
候
而
宗
門
之
法
度
被
仰
付
可
然

存
候
（
下
略
）
」

と
い
う
書
状
が
来
た
こ
と
に
よ
り
「
相
僧
録
被
仰
付
候
趣
、
前
後
初
而
拙
寺

共
へ
被
仰
下
候
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
聞
も
竜
穏
院
は
「
其
訳
ケ

拙
寺
へ
日
不
被
申
、
御
三
利
様
・
8
も
御
店
無
御
座
候
」
で
あ
っ
た
と
一言
わ
れ

る
。そ

の
後
さ
ら
に
竜
穏
院
か
ら
は
「
天
沢
寺
州
伝
寺
録
役
の
儀
、
両
本
山
三

ケ
寺
J
被
召
上
候
」
と
申
し
渡
し
て
き
た
の
で
、
天
沢
寺
・
州
伝
寺
は
「
録
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役
被
召
上
候
事
、
誠
ニ
重
キ
御
儀
、
虚
実
之
評
－
一
不
及
先
住
共
驚
入
奉
畏
」

こ
と
と
な
っ
て
、
や
む
お
え
ず
黙
止
す
る
形
と
な
っ
た
。

〔

I
〕

争

論

の

発

端

し
か
し
そ
の
後
、
竜
穏
院
寒
室
の
弟
子
了
一雲
は、

二
本
松
領
玉
之
井
の
玉

井
寺
へ
住
職
し
、
か
た
わ
ら
近
所
の
子
供
に
手
習
い
を
教
え
て
い
た
が
、
承

応
一
一
年
以
後
八
十
四
年
後
の
一
七
一
一
一
七
（
元
文
一
一
）
年
六
月
に
死
去
し
た
。

そ
の
お
り
手
習
い
の
弟
子
が
所
持
し
て
い
た
書
類
の
中
の
、
承
応
年
間
に
問

題
と
な
っ
た
録
所
関
係
の
触
状
が
天
沢
守
の
手
中
に
帰
し
た
こ
と
に
よ
り
、

以
後
約
四
年
間
に
わ
た
る
録
所
争
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
事
件

の
発
端
と
な
っ
た
そ
の
触
状
は
、
一
六
七
九
（
延
宝
七
）
年
二
月
十
六
日
に

天
沢
寺
と
竜
穏
院
の
両
寺
へ
宛
て
関
三
箇
寺
連
印
で
交
付
さ
れ
た
も
の
で

「
貴
寺
支
配
下
貴
寺
共
一
一
弐
十
六
ケ
守
之
内
ニ
而
来
ル
申
ノ
年
（
延
宝
八
）

J
夏
二
ケ
寺
冬
三
ケ
寺
」
宛
に
て
結
制
を
興
行
す
ベ
く
定
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
発
見
に
よ
っ
て
天
沢
寺
黙
否
は
元
文
二
年
八
月
に
証
拠
と
と
も
に

関
三
箇
寺
へ
訴
訟
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
問
題
の
関
三
箇
寺
連

印
の
触
状
（
延
宝
七
）
の
ほ
か
、

承
応
二
年
当
時
の
「
竜
穏
院
へ
僧
録
被
仰

付
候
書
面
之
写
」
・
「
御
三
利
J
領
主
へ
尊
書
之
写
」
・
「
大
中
寺
門
解
和
尚
尊

書
」
等
の
証
拠
を
添
え
、
一
六
五
三

（
承
応
一
一
）
年
か
ら
二
十
六
年
間
を
経

過
し
た
一
六
七
九
（
延
宝
七
）
年
の
当
時
に
お
い
て
関
三
箇
寺
連
印
に
て
天

沢
寺
・
竜
穏
院
へ
宛
て
て
触
状
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
天
沢
寺
も
竜
穏
寺
も
と

も
に
録
所
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
し
か
も
天
沢
寺
が
先
に
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
そ
の
筆
頭
で
あ
る
と
し
て
訴
訟
を
起
す
こ
と
と
な
っ
た
。

〔

H
〕
関
三
箇
寺
へ
の
訴
訟

そ
こ
で
竜
穏
寺

・
総
寧
寺

・
大
中
寺
の
関
三
箇
寺
は
種
々
合
議
の
上
、

曹
洞
教
団
の
地
方
僧
録
と
大
名
の
転
封
（
渡
辺
）

七
三
七
（
元
文
二
）
年
八
月
十
六
日
に
江
戸
橋
場
の
総
泉
寺
に
お
い
て

「三
寺
列
院
大
中
寺
J
被
申
渡
候

ハ
、
其
元
願
之
儀
先
日
も
申
達
候
通
、
久

敷
延
引
之
程
難
坂
上
訳
候
、
文
守
護
之
心
障
事
も
有
之
由
、
銘
々
使
者
書

面
等
を
以
被
仰
聞
候
、
党
ハ
上
脇
方
之
例
も
障
リ
候
得
ハ
取
上
難
成
候
（
下

略
ご
と
申
し
渡
し
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
黙
否
は
、
ふ
た
た
び
九
月
十
一
日

に
、
総
持
年
よ
り
の
「
扶
桑
国
中
曹
洞
宗
諸
寺
庵
法
度
之
事
」
（
寛
永
六
〉
、
間

三
箇
寺
よ
り
の
「
定
」
（
寛
、
水
十
六
）
、
関
三
箇
寺
・
両
本
山
よ
り
の
「
捉
」

（慶
安
元
）
を
録
所
の
証
拠
と
し
て
関
三
箇
寺

へ
差
出
し
、

「拙
寺
延
引
之
過
失
ハ
申
訳
無
御
座
候
へ
共
、
ハ
中
略
）
拙
寺
只
今
迄
之
住

僧
ハ
両
御
本
山
関
三
ケ
寺
J
被
召
上
候
儀
と
存
入
恐
入
御
訴
も
差
如
、
年

来
願
遅
れ
－
一
罷
成
候
」

と
い
っ
て
「
古
来
之
通
、
相
僧
録
も
被
仰
付
被
下
候
へ
ハ
両
寺
相
談
を
以
触

仕
候
」
と
、
両
寺
を
と
も
に
録
所
と
し
て
前
々
の
通
り
に
し
て
ほ
し
い
と
訴

え
た
。し

か
し
同
年
十
月
二
十
三
日
に

「
其
元
願
候
儀
三
ケ
寺
御
吟
味
之
上
、
愈
々
取
上
難
成
候
、
此
以
後
幾
度
相

願
候
も
不
取
上
と
厳
敷
被
仰
付
（
中
略
）
先
住
時
代
之
儀
、
其
節
事
相
済

只
今
迄
其
通
－
一
候
得
ハ
吟
味
－
一
不
及
（
下
略
）
」

主
却
下
さ
れ
た
ο

し
か
し
黙
否
は
、
そ
の
後
も
執
助
に
訴
訟
を
続
け
、
同
年

十
一
月
十
八
日
に
は
、

「
於
当
領
分
拙
寺
門
葉
一
派
切
之
僧
録
被
仰
付
可
被
下
儀
奉
願
、
候
」

と
譲
歩
し
た
が
、

「
其
元
願
之
儀
、
秋
田
信
濃
守
殿
役
人
被
申
候
ハ
ハ
中
略
）
天
沢
寺
門
葉
引

分
候
事
い
か
ふ
に
存
申
候
、
只
今
迄
之
通
被
指
置
被
下
候
様
被
申
ニ
付
致

六
九

Hosei University Repository



法
政
史
学

第
十
九
号

挨
拶
候
」

と
こ
れ
も
却
下
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
領
主
の
意
志
が
介
在
し

て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一

七
三
九
（
元
文
問
）

年
二
月
迄
、
種
々
の
方
法
で
関
三
箇
寺

へ
の
訴
訟
が
続
け
ら
れ
た
が
、
つ
い

に
そ
の
主
張
を
貫
徹
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

〔
E
〕
寺
社
奉
行
へ
の
訴
訟

天
沢
寺
黙
否
は
関
三
箇
寺
へ
の
訴
訟
に
失
敗
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
い

に
幕
府
寺
社
奉
行
へ
の
訴
訟
を
決
意
し
、
元
文
四
年
四
月
二
日
関
係
書
類
と

と
も
に
願
書
を
提
出
し
た
。
そ
こ
で
は
今
迄
に
至

っ
た
録
所
設
置
の
事
情
、

関
三
箇
寺
に
お
け
る
審
理
の
結
果
等
を
細
目
に
わ
た
っ
て
説
明
し
、

「貴
寺
願
之
儀
、段
々
吟
味
を
以
裁
断
申
渡
候
而
も
其
通
一
一
難
成
訳

－一
候
条
、

畢
克
札
明
無
益
之
至
ニ
候
得
者
、
止
可
然
候
、
得
心
無
之
候
ハ
、
御
公
儀

江
可
差
上
と
被
中
付
候
」

と
申
し
渡
さ
れ
た
の
で
公
儀
の
裁
断
を
仰
ぐ
と
述
べ
、
さ
ら
に
天
沢
寺
録
所

の
寺
格
は
コ
一
一
ケ
寺
僧
録
帳
面
之
儀
も
新
帳
古
帳
共
－
一
相
違
無
之
旨
、
去
年

（元
文
三
〉

十
二
月
一二
日
役
守
列
座

－
一
而
被
申
渡
候
」
ま
た
さ
ら
に
「
五
年

己
前
（
享
保
二
十
）
役
寺
J
御
奉
行
所
へ
被
差
上
程
候
一
宗
諸
国
僧
録
新
版

面
本
山
総
持
寺
僧
録
帳
面
、
一二
ケ
寺
僧
録
帳
面
、
何
れ
も
新
帳
十
日
帳
共
一
二

所
も
相
違
無
之
」
と
述
べ
、
こ
の
上
は
天
沢
寺
筆
頭
の
録
所
は
明
白
で
あ
る

か
ら
、
前
々
の
通
り
に
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
竜
穏
院
活
玄
は
、

（
一
〉
天
沢
寺

・
竜
穏
院
同
名
の
触
書
を
関
二
一
箇
寺
の
留
帳
に
引
合
せ
た
と

こ
ろ
文
談
符
合
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
と
し
て
は
蹄
に
落
ち
な
い
。

（
二
）
天
沢
寺
と
州
伝
寺
が
録
所
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
全
く
知
ら
な

七
0 

－
U 合

一
）
天
沢
寺
と
竜
穏
院
が
相
僧
録
を
仰
付
け
ら
れ
た
と
い
っ
て
い
る
が
、

自
分
の
所
へ
き
た
僧
録
状
に
は
桐
憎
録
の
こ
と
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
四
）
承
応
二
年
以
来
、
代
々
八
十
余
年
に
わ
た
っ
て
領
主
よ
り
も
支
配
す

る
よ
う
申
付
け
ら
れ
、
関
三
筒
寺
よ
り
も
免
許
さ
れ
て
、
三
春
領
内
の
こ
と

は
自
分

一
僧
録
で
勤
め
て
き
た
。

（
五
）
承
応
二
年
以
前
は
、
天
沢
寺
も
御
触
を
請
け
て
い
た
寺
で
あ
る
か
ら

先
に
示
さ
れ
た
触
書
も
一
通
ぐ
ら
い
は
所
持
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

2
0
天
沢
寺
の
末
寺
は
白
河
領
や
二
本
松
領
に
も
あ
り
、
そ
の
所
の
録
所

か
ら
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
三
春
領
だ
け
の
末
寺
を
支
配
す

（

M
N
） 

る
録
所
と
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
と
訴
え
た
。

そ
こ
で
寺
社
奉
行
は
、
関
三
箇
寺
を
は
じ
め
天
沢
寺
・
州
伝
寺
・
竜
穏
院

等
の
関
係
諸
寺
院
を
ゐ
取
調
べ
審
理
を
重
ね
た
。
こ
の
間
、
元
文
四
年
よ
り
寛

保
元
年
迄
の
一
一一年
間
に
黙
百
が
寺
社
奉
行
へ
出
却
し
て
裁
断
を
請
う
こ
と
一一

一一O
余
度
に
及
び
、
嘆
願
書
の
提
出
は
数
十
通
に
達
し
た
と
い
う
。

〔
町
〕
寺
社
奉
行
の
判
決

そ
の
結
果
、
寺
社
奉
行
は
、
牧
野
越
中
守

・
本
多
紀
伊
守

・
山
名
因
幡
守

・
大
岡
越
前
守
の
連
名
を
も
っ
て
、

一
七
山

一
（
党
保
元
）
年
七
月
二
十
七

日
、
次
の
よ
う
な
裁
断
を
下
し
た
。

「奥
州
田
村
天
沢
寺
僧
録
願
之
儀
、
数
凶
遂
吟
味
候
之
処
、
新
古
之
僧
録
帳

天
沢
寺
之
号
書
載
有
之
、
一一
一春
竜
穏
院
儀
者
、
領
主
為
菩
提
所
－
一
付
、
承

応
年
中
領
主
依
願
、

J

一
一
箇
寺
寸
僧
録
申
付
候
而
是
又
僧
録
帳
ニ
記
有
之
、

天
沢
寺
ハ
寛
永
年
中
録
役
勤
来
、
竜
穏
院
者
三
春
所
替
候
以
来
之
僧
録
－
一

候
所
三
箇
寺
方
寸
茂
触
状
等
不
差
遣
お
の
づ
か
ら
竜
穏
院
配
下
之
様
成
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り
、
天
沢
寺
先
々
住
共
八
拾
年
来
不
申
出
、
竜
穏
院
人
。
触
請
来
候
事
と
相

問
、
天
沢
寺
僧
録
相
止
候
訳
僧
録
帳
一
二
切
無
之
、
尤
三
箇
寺
方
一
一
而
茂

何
故
僧
録
相
止
候
と
の
儀
不
相
知
い
つ
と
な
く
中
絶
、
其
上
僧
録
帳
一
一
相

載
候
儀
者
重
キ
事

ニ
而
外
々
之
中
絶
と
訳
違
ひ
、
可
相
障
調
無
之
儀

－一候

（

M
M
） 

条
、
白
人
ザ
天
沢
寺
儀
竜
穏
院
相
僧
録
申
附
候
」

と
し
て
竜
穏
院
と
天
沢
寺
は
三
春
領
の
相
僧
録
た
る
べ
き
旨
を
申
し
渡
さ
れ

た
。
さ
ら
に
翌
八
月
に
は
、
「
竜
穏
院
筆
頭
座
上
、
天
沢
寺
二
筆
之
事」

と

定
め
ら
れ
、
配
下
へ
の
触
書
及
び
諸
書
付
は
、
竜
穏
院
、
天
沢
寺
の
順
に
－認

め
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
州
伝
寺
は

「
自
今
迄
之
格
式
別
段
一
一
而
宣
敷
由
ニ

候
ニ
付
、
自
今
州
伝
寺
を
触
状
之
筆
頭
一
一
認
、
寺
格
愈
別
段
ニ
可
被
致
置

（
同
〉

侯
」
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
曹
洞
諸
国
銀
所
記
」
に
も
、
大
中
寺

配
下
陸
奥
園
田
村
郡
三
春
、
竜
穏
院
・
天
沢
寺
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
山

永
平
寺
か
ら
も
同
年
十
一
月
六
白
書
状
を
も
っ
て
早
速
、

「
公
辺
首
尾
能
相
済
、
殊

ニ
以
古
格
相
僧
司

ニ
被
仰
付
侯
由
、
明
白
成
御
裁

（
刊
叩
）

許
貴
翁
之
本
望
、
誠
以
護
法
之
推
護
と
珍
重
致
随
喜
候
」

と
慶
賀
の
意
を
伝
え
て
き
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
後
の
領
主
及
び
竜
穏
院
と
天
沢
寺
と
の
関
係
は
、
必
ず
し
も

円
滑
で
は
な
か
っ
た
。
早
く
も

一
七
四
四
（
延
享
元
）年
十

一
月
に
は
、
「
其

国
領
主
よ
り
天
沢
寺
儀
、
領
分
へ
難
差
置
趣
之
願
書
、
御
奉
行
所
へ
被
差
出

（

ω〉

候
」
、
と
領
主
か
ら
願
書
の
提
出
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
黙
否
の
隠
居
願
の
節

（
問
〉

に
も
、
「
領
主
之
役
所
へ
願
出
候
処
、
竜
穏
院
へ
奥
印
形
を
以
取
次
可
申
」
、

と
い
う
の
で
、
竜
穏
院
へ
提
出
し
た
が
、
竜
穏
院
も
種
々
難
題
を
申
す
の

で
、
こ
れ
で
は
、
「
四
年
以
前
御
公
儀
之
御
裁
断
相
立
不
申
」
、
と
嘆
じ
て

い
る
こ
と
で
も
ほ
ぼ
想
像
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
一
八
五
八
（
安
政
五
〉
年

曹
洞
教
団
の
地
方
僧
録
と
大
名
の
転
封
ハ
渡
辺
）

（

m〉

十
月
に
も
、
天
沢
寺
末
寺
上
大
越
村
観
照
寺
の
後
住
問
題
に
絡
ん
で
竜
穏
院

と
意
見
の
相
違
を
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
十
一
月
、
明
治
維
新
に
際
し
て
本
山
か
ら
、

「
三
春
領
一
宗
之
僧
録
所
、
是
迄
竜
穏
院
天
川
寺
両
寺
へ
被
仰
付
置
候
処
、

支
配
下
取
締
方
不
落
合
事
共
時
々
有
之
、
御
領
主
御
政
事
筋
差
支
ニ
相
成

候
儀
、
間
々
出
来
不
都
合
之
趣
一
一
付
、
今
般
御
一
新
之
折
柄
、
竜
穏
院
ハ

蕎
提
所
之
事
－
一
も
有
之
、
同
寺

一
箇
寺
之
録
司
ニ
被
致
度
旨
、
御
領
主
御

願
被
申
越
、
衆
評
之

K
遂
披
露
候
処
、
御
領
主
御
政
事
向
差
支
之
筋
一
一
而

御
願
越
之
趣
一
一
候
へ
ハ
無
余
儀
次
第
一
一
付
、
一
一
一
春
領
内
一
宗
僧
録
司
、
今

（

幻

）

般
竜
穏
院
一
箇
寺
一
一
被
仰
付
候
条
可
得
其
意
候
」

と
い
う
達
書
が
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
一
般
の
録
所
及
び

僧
録
制
度
の
廃
止
は
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
で
あ
っ
た
。

五
、
録
所
争
論
の
性
格

以
上
奥
州
三
春
領
の
録
所
を
例
に
と
っ
て
、
そ
の
設
置
事
情
と
こ
れ
に
よ

っ
て
誘
発
し
た
録
所
争
論
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
ま
づ
争
論
の
原
因
と
な
っ
た
承
応
隼
聞
の
事
件
で
あ
る
、
領

主
秋
田
氏
菩
提
所
の
竜
穏
院
が
録
所
に
任
ぜ
ら
れ
、
旧
録
所
の
天
沢
寺

・
州

伝
寺
と
の
同
に
起
さ
れ
た
第
一
期
の
問
題
を
取
扱
い
。
〔
I
〕
及
び
〔
H
］

に
お
い
て
は
争
論
の
発
端
及
び
関
一
一
一
筒
寺
へ
の
訴
訟
問
題
を
取
り
扱
い
、

〔
皿
〕
で
は
第
三
期
に
も
比
す
べ
き
幕
府
寺
社
奉
行
へ
の
訴
訟
に
つ
い
て
そ

の
大
略
を
述
べ
、
〔
町
〕
に
お
い
て
竜
穏
院
筆
頭
に
基
く
、
天
沢
寺
と
の
相

僧
録
を
基
本
と
す
る
寺
社
奉
行
の
判
決
を
み
て
、
最
後
に
そ
の
よ
う
な
経
過

を
辿
っ
て
設
置
さ
れ
た
相
僧
録
の
そ
の
後
の
運
常
の
一
端
を
考
察
し
た
。
そ

－七
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法
政
史
学

第
十
九
号

の
結
果
、
曹
洞
教
団
の
末
端
支
配
機
構
た
る
録
所
の
設
置
に
は
、
多
分
に
幕

府
及
び
藩
権
力
の
意
向
が
、
そ
の
成
否
を
決
す
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
曹
洞
教
団
の
行
政
的
権
力
集
中
の
目
的

で
創
設
さ
れ
た
僧
録
制
度
全
般
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、
そ

の
末
端
で
あ
る
録
所
の
場
合
に
は
、
と
く
に
顕
著
に
そ
の
性
格
を
観
版
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

全
国
曹
洞
教
団
の
諸
寺
院
は
、
こ
の
録
所
を
通
じ
て
幕
府
政
び
そ
の
意
向

を
体
し
た
僧
録
の
命
令
を
触
書

・
達
書
等
の
形
で
受
け
と
め
、
ま
た
藩
権
力

か
ら
の
命
令
に
も
服
し
て
い
た
。
ま
た
一
方
、
本
末
関
係
の
近
世
的
再
編
に

と
も
な
っ
て
本
寺
の
指
示
監
督
に
も
服
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
い
わ
ば

二
重
支
配
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
教
団
行
政
へ
の
政
治
的
介
入
は
、

教
団
の
安
定
化
固
定
化
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
や
が
て
こ
の
固
定
化
の
傾

向
は
、
教
団
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
喪
失
さ
せ
、
そ
の
形
骸
化
の
風
潮
を

強
く
す
る
の
で
あ
る

Q

こ
こ
に
そ
の
固
定
化
を
末
端
に
お
い
て
担
当
し
た
録

所
の
歴
史
的
役
割
は
誠
に
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
こ
の
固
定
化
・
形
骸
化
の
故
に
、
地
方
諸
寺
院
の
権
力
の
中
心
と
目

さ
れ
る
録
所
の
争
奪
を
展
開
さ
せ
る
基
盤
と
な
っ
た
。

お

わ

り

本
稿
は
近
世
曹
洞
教
団
の
展
開
に
重
要
な
役
割
の
一
班
を
担
っ
た
と
み
ら

れ
る
僧
録
制
度
の
末
端
支
配
機
構
に
お
け
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
地
方
末
派

寺
院
の
触
顕
で
あ
る
録
所
設
置
に
絡
ま
る
争
論
を
中
心
に
し
て
、
そ
こ

に
含

ま
れ
る
幕
藩
権
力
と
の
関
連
を
考
察
し
た
。
こ
こ
に
近
世
初
期
以
来
、
政
治

権
力
よ
り
の
種
々
の
教
団
外
的
強
制
に
よ
っ
て
教
団
と
し
て
の
統
合
を
進
め

ー七

て
行
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
過
程
に
お
い
て
施
策
上
、
当
然
種
々
の
無

理
押
を
強
い
る
こ
と
と
な
り
、
や
が
て
多
く
の
矛
盾
と
靴
牒
を
生
ず
る
結
果

と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
七
四
五
（
延
享
二
）
年
に
施
行
さ
れ
た
大
規
模
な

本
末
調
査
が
幕
府
の
命
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
ま
で
に
種
々
の
矛
盾
と
し
て
具

現
さ
れ
て
来
る
。
ま
ず
教
団
内
に
お
け
る
僧
録
の
権
威
確
立
を
基
本
原
則
と

す
る
、
本
末
関
係
の
組
替
は
多
く
の
本
末
争
論
を
芯
起
し
、
ま
た
寛
永
期
の

寺
院
後
継
問
題
と
法
系
の
矛
盾
か
ら
起
っ
た
伝
法
公
事
等
は
、
皆
そ
の
一
連

の
事
件
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
こ
こ
に
問
題
と
し
た
録
所
争
論
も
教

団
の
近
世
的
展
開
過
程
に
生
じ
た
諸
矛
盾
の
一
端
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

註
ハ
1
）
「
曹
洞
敬
団
の
近
世
的
発
展
」

i
幕
府
政
策
と
の
関
連
に
お
い
て

l

（
「
法
政
史
学
」
十
三
号
）
。

「
近
世
曹
洞
教
団
の
形
成
過
程
」

l
伝
法
公
事
を
中
心
と
し
て

l
ハ
「印

度
学
仏
教
学
研
究
」
十
一
の
一
号
〉
。

ハ
2
）
史
料
に
は
一
般
に
「
僧
録
」
と
し
て
出
て
い
る
が
、
関
三
筒
寺

・
可

睡
斉
の
中
央
僧
録
と
混
同
さ
れ
や
す
い
の
で
、
こ
こ
で
は
横
関
了
胤
著

「
洞
門
政
要
」
の
呼
称
に
倣
っ
て
「
録
所
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（
3
）
「
徳
川
禁
令
考
」
前
集
五
、
六

O
頁。

（
4
）
「
徳
川
禁
令
考
」
前
集
五
、
五
九
頁
。

「
本
光
国
師
日
記
」
第
九

（
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
四
一
五
頁
）
。
「
吹
塵
録
」
下
巻
（
「
海
舟
全
集
」

凶
巻
二
八
三
頁
）
。

（
5
）
「
曹
洞
諸
国
録
所
記
」
（
「
洞
門
政
要
」
九
八
頁
）
。

ハ
6
）一－
一春
公
民
館
蔵
「
郷
土
誌
」
明
治
四
十
年
。
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（
7
）
「
安
倍
家
近
代
御
年
譜
秘
録
」

一
二
十
二
年
〉
。

（
8
）
「
延
享
度
曹
洞
宗
寺
院
本
末
牒
」
総
持
寺
文
書一
。

（
9
）
一冗
文
三
年
「
慎
而
御
吟
味
奉
願
候
口
上
党
」
天
沢
守
文
書
十
八
号
。

（
叩
）
元
文
二
年
「
乍
恐
以
書
付
山
中
願
候
事
」
天
沢
寺
文
書
十
六
号
。

（
日
）
一
正
文
二
年
「
録
所
争
論
一
一
件
回
目
（
表
紙
欠
に
つ
き
仮
称
）
」
第
一
、

天
沢
寺
文
書
十

一
号
。

（
ロ
）
元
文
三
年
J
寛
保
元
年
迄
「
録
所
争
論
一
件
留
（
表
紙
欠
）
」
第
二
、

天
沢
寺
文
書
六
号
《
以
下
特
に
桁
摘
し
な
い
も
の
は
（
日
）
・
（
ロ
〉
の

い
ず
れ
か
の
文
書
よ
り
引
用
し
た
も
の
で
あ
る

J

（
日
）
「
泉
岳
寺
書
状
」
天
沢
寺
文
書
十
四
号
。

（
M
）
「
大
中
寺
門
解
書
状
」
天
沢
守
文
書
十
一一一
号。

（
日
）
元
文
五
年
「
乍
恐
以
口
上
書
申
上
候
党
」
・
寛
保
一
克
年
「
乍
恐
以
書

付
奉
願
上
候
御
堂一門
口
」

（
両
者
と
も
竜
穏
院
よ
り
寺
社
奉
行
へ
の
願
書

の
写
）
天
沢
文
書
二

O
号
・
二
一
号

（
日
）
寛
保
元
年
「
寺
社
奉
行
判
決
」
天
沢
寺
文
書
二
二
号
。

ハ
げ
）
寛
保
元
年
「
定
」
天
沢
寺
文
書
五
号
。

ハ
日
）
寛
保
元
年
「
永
平
寺
書
状
」
天
沢
寺
文
書
二
六
号
。

（
印
〉
延
享
元
年
「
関
三
筒
寺
尋
向
御
返
答
書
」
天
沢
寺
文
書
一

O
号。

ハ
却
）
安
政
五
年
「
後
住
争
論
一
件
宝
己
天
沢
寺
文
書
三
六
号
。

（
幻
）
明
治
元
年
「
永
平
寺
達
書
」
天
沢
文
書
一
五
号
。

ハ
影
山
常
次
「
田
村
の
小
史
」
明
治

曹
洞
教
団
の
地
方
僧
録
と
大
名
の
転
封
（
渡
辺
〉

法

政

史

学

十

七

号

l
l目

鄭
成
功
の
一
書
翰
に
つ
い
て

"" F百

明
治
前
半
期
に
お
け
る

井
上
馨
の
東
亜
外
亦
政
略
・

．．．．．．．．．．
 

・・・
・・・・安

崎
峨
朝
に
お
け
る
藤
原
冬
飼
の
役
割
・
：
：
：

j
i
－－
上

ー

l
弘
仁
十
年

l
天
長
三
年
の
官
符
を
中
心
に
｜
｜

蘇
我
石
川
両
氏
系
図
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
：
：
：
盟

武
士
の
発
生
と
平
将
門
の
乱
：
：
－

j
i
－－
j
i
－－・：大

辺
境
「
在
家
」
の
成
立
と
そ
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
：
・
村

1
1
1特
に
南
九
州
を
中
心
と
し
て
｜
｜
i

品
川
宿
に
於
け
る
助
郷
課
役
・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 

・・・
安

伊
吹
合
学
と
草
葬
門
人
・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 

・・・・・・・・・佐

一

｜
｜
山
時
篤
利
を
中
心
に
見
た
る
｜
｜

一
蕃
書
調
所
の
出
版
検
閲

・

森

一

文

久

幕

政

改

革

に

関

す

る

一

考

察

・

・

欄

一

l
l徳
川
慶
喜
を
中
心
と
し
て

1
1七

生岡原聖子キずJll 斎藤木

成刀
日

nnH 

男

栄

子

良

作進

幸
三
郎

幸n

寿

久

夫

日圭

彦

寿

男
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